





































































































































































































1929 100 100 1973 100 100 1980 100 100 1990 100．0 100
1930 94 93 1974 101 105 1981 97 100 1991 100．8 102
1931 89 86 1975 101 100 1982 96 98 1992 102．5 106
1932 83 73 1976 105 112 1983 97 100 1993 102．6 108
1933 84 75 1977 109 117 1984 100 108 1994 102．9 119
1934 89 78 1978 114 122 1985 103 111 1995 103．2 127
1935 94 82 1979 117 131 1986 105 118
1936 102 86 1980 119 133 1987 107 124
1937 109 97． 1988 111 139














































































































地域　　　　年 1980～85年平均 1986年 1987年 1988年 1989年 1990年 1991年 1992年 1993年 1994年
ア　フ　リ　カ 一〇．5 3．2 一1，3 3．1 3．4 2．1 1．7 0．7 0．8 2．6
ア　　　ジ　　　ア 一 一 一 一
6．0 5．7 6．4 82 8．7 8．5
東アジア 7．8 7．3 8．6 9．4 一 一 一 一 一 一
構アジア 5．4 4．6 3．1 7．6 一 一 一 一 一 一
ヨーロッパ・中東 2．3 3ユ 1．9 2．6 2．7 4．8 3．2 5．5 3．6 0．3













































































































































































































































1980年 1984年 1985年 1986年 1987年 1988年 1989年 1990年 1991年 1992年 1993年 1994年 1995年
先進　国 66 74 78 79 83 88 95 100 102 106 108 119 127
北　　　米 73 70 70 72 78 91 95 100 105 112 117 127 138
日　　本 62 84 87 87 88 91 95 100 102 103 102 104 109
E　　　U 64 75 79 80 83 88 96 100 102 105 108 120 129
EFTA 63 71 76 79 82 87 95 100 100 102 104 111 117
オセアニア 63 76 83 82 89 90 94 100 115 121 125 137 141
発展途上国 59 63 63 73 81 87 94 100 110 120 130 144 162
アフリカ 86 72 73 85 8G 81 86 100 104 102 103 105 108
中　南　米 67 88 85 89 82 88 99 100 107 116 127 132 152
中東アジァ 121 71 64 79 88 104 104 100 103 97 116 117 118
東南アジァ 35 51 54 63 75 86 93 100 114 128 139 161 186





































































年 先進国 発展途上国 中央計画経済 計
1950 60．0 32．0 8．0 100．0
1960 67．0 21．0 12．0 100．0
1965 69．0 20．0 11．0 100．0
1970 72．0 17．0 11．0 100．0
1973 72．0 19．0 9．0 100．0
1974 65．0 27．0 8．0 100．0
1975 66．0 24．0 10．0 100．0
1980 63．0 28．0 9．0 100．0
1981 62．0 29．0 9．0 100．0
1982 63．0 27．0 10．0 100．0
1983 64．0 25．0 11．0 100．0
1984 64．0 25．0 1LO 100．0
1985 66．0 24．0 10．0 100．0
1986 69．9 21．4 9．7 100．0
1987 70．0 22．0 8．0 100．0
1988 70．3 223 7．4 100．0
1989 70．3 23．2 6．5 100．0
1990 72．2 22．7 5．1 100．0
1991 73．0 24．3 2．7 100．0
1992 72．1 25．4 2．5 100．0















1972 55．8 3．7 12．9 12．9 25．8
1973 54．3 4．0 12．8 14．1 26．9
1974 47．5 5．8 13．6 20．0 33．6
1975 45．3 5．7 15．9 16．9 32．8
1976 46．3 5．9 14．9 18．4 33．3
1980 45．1 6．9 14．7 19．6 34．3
1982 44．1 7．8 15．8 16．9 32．7
1983 45．7 7．3 14．7 16．0 30．7
1984 47．2 6．8 13．9 16．2 30．1
1985 48．5 7．1 13．3 14．9 282
1986 53．2 5．5 12．9 12．7 25．6
1987 54．8 5．1 12．6 13．0 25．6
1988 54．2 7．4 13．9 13．8 27．4
1989 54．2 7．6 14．0 14．4 28．4
1990 55．9 7．4 13．9 142 28．1
1991 55．4 8．9 15．3 14．5 29．8
1992 53．6 99 17．0 14．9 31．9














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































商品　　　　　　年 1980年 1987年 1989年 1990年 1991年 1992年 1993年
食料・飲料・たばこ 10．1 8．5 8．4 8．4 8．5 8．7 8．5
原　材　料（除燃料） 6．6 5．3 5．3 4．7 4．3 4．0 4．0
鉱　物　性　燃　料 6．9 4．5 3．7 4．3 4．3 3．9 4．0
化学工業製品 9．6 10．5 10．5 10．4 10．5 10．5 10．6
機械類および輸送機器 34．3 40．9 41．4 41．8 42．5 42．8 43．2
その他の製造業製品 32．5 30．3 30．7 30．4 29．9 30．1 29．7




商品　　　　　　年 1980年 1987年 1989年 1990年 1991年 1992年 1993年
食料・飲料・たばこ 10．4 12．5 11．1 10．3 10．3 9．6 9．2
原　材　料（除燃料） 72 10．5 7．6 6．3 5．9 5．6 5．1
鉱　物　性　燃　料 60．6 27．8 23．2 25．9 22．7 20ユ 18．9
化学工業製品 1．7 3．5 4．2 4．5 4．7 4．7 4．9
機械類および輸送機器 5ユ 17．0 18．2 19．1 21．2 23．1 25．5
その他の製造業製品 142 28．7 35．7 35．2 35．2 36．9 36．7




















商品　　　　　　年 1980年 1987年 1989年 1990年 1991年 1992年 1993年
食料・飲料・たばこ 65．5 65．3 67．0 69．4 69．6 70．3 68．6
原材　料（除燃料） 61．2 63．9 63．2 65．3 65．7 64．2 63．2
鉱　物　性　燃　料 17．9 27．9 272 29．4 33．5 32．7 32．2
化学工業製品 88．2 85．0 84．2 84．3 85．4 84．5 83．2
機械類および輸送機器 86．3 82．8 83．2 83．8 84．5 83．1 80．2





商品　　　　　　年 1980年 1987年 1989年 1990年 1991年 1992年 1993年
食料・飲料・たばこ 31．9 27．1 292 27．5 28．2 27．4 29．1
原材　料（除燃料） 31．8 24．8 29．9 26．6 30．3 31．6 32．0
鉱　物　性　燃　料 73．9 50．2 55．8 57．1 59．3 59．2 60．1
化学工業製品 7．5 8．2 112 11．9 12．7 13．3 14．4
機械類および輸送機器 6．0 10．0 12．1 12．4 14．1 15．8 18．9
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1980年 1990年 1991年 1992年 1993年　　　　　　　年
､品　　　地域 先進国 途上国 先進国 途上国 先進国 途上国 先進国 途上国 先進国 途上国
化　　学　　品
@械・運輸施設
@　　　　維
S　　　　鋼
39．4
S8．5
S5．9
S4．8
60．6
T1．5
T4．1
T5．2
37．5
T8．9
R5．3
S7．0
42．5
S1．1
U4．7
T3．0
34．6
T5．6
R2．8
S3．0
65．4
S4．4
U7．2
T7．0
34．3
T6．9
R2．7
R5．4
65．7
S3．1
U7．3
U4．6
33．5
T6．4
R1．6
R0．9
66．5
S3．6
U8．4
U9．1
（資料）UN，　Mo麗配ッBμZ観加。／Sεα亡醜‘cs，各月号。
6．1990年旧世界貿易の諸特徴
　戦後の世界経済は、1973年の第一次石油危機以後に低成長期に転換したあと、三度にわたる
不況の時期がみられる。これらの3っの不況の長さと深さは、1930年代の世界大恐慌とくらべ
ると国際経済の諸条件の面からみて大きな相異点がみられる。とくに、世界貿易における実態
が1930年代に深刻な事態が起こったのに対して、現代の3っの不況期には深刻な事態は起こっ
ていない。
　その背景には、世界貿易の構造変動がある。それを、1980年代、1990年代にみられる世界貿
易構造の変化の諸特徴として要約してみよう。
　第一に、世界貿易の地域構造、商品構造からみてみる。まず、1980年代後半から1990年代前
半にかけての世界貿易の拡大は、先進諸国間の工業製品の相互の市場拡大があげられる。つい
で、NIES諸国による先進国むけの機械・輸送機器を中心とする工業品の輸出増加がある。さ
らに、化学品、繊維、鉄鋼などの発展途上諸国間の相互貿易の拡大がみられる。いずれの場合
においても、産業内貿易＝工業品貿易の世界貿易における比率の増大を意味するものである。
　第二に、世界貿易における地域的経済統合の動きが目立ってきていることである。EUの統
合の進展はもっとも顕著な現象である。また、米州大陸諸国間の相互依存関係の強化がみられ
る。さらに、日本とアジアとの関係、またアジア地域内貿易関係の強化、などがみられる。
　EUの場合は、経済停滞を乗り切るために市場問題をどのように解決しようとしているか、
を示している。また、米州大陸諸国やアジアはいずれも、NIESを中心とした発展途上諸国の
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工業化にともなう市場問題の解決方向のあり方をも示しているのである。
　ところで、この現象を国際分業の展開という視角からみれば、発展途上国の工業化が、労働
集約型産業から素材型産業へ、さらに加工型産業へと転換し、他方で先進国が高度技術面産業
へと特化をすすめてきて産業構造が転換していっている事実を示している。
　世界市場構成からみれば、工業品のアブソーバーとしては、先進国にとってはまず先進国相
互間の市場拡大がみられるが、商品別には1990年代には機械・輸送機器の比率が増加し、化学
品、繊維、鉄鋼は先進国むけ比率が低下している。他方で、発展途上国の輸出の場合には、機
械・輸送機器では先進国がアブソーバーとしての比率を増加してきているが、化学品、繊維、
鉄鋼では発展途上国がアブソーバーとなってきているのである。直接投資の増大が世界貿易構
造の変貌に大きな影響を与えているが、本稿ではふれていない。
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